
平成22年10月１日 鹿児島県立博物館発行鹿児島の自然だより 第53号

温暖化のバロメーター？キョウチクトウスズメ鹿児島の昆虫25
昆虫担当 金井 賢一

キョウチクトウスズメは成虫が迷彩色のき

れいな蛾です。幼虫はキョウチクトウやニチ
が

ニチソウの葉を食べて成長します。

キョウチクトウは夏に赤や白の鮮やかな色

の花が咲き，乾燥にも強いので町中にたくさ

ん植えられている植物ですが，いわゆる毒の

ある植物です。

キョウチクトウの葉を食べる昆虫は他にあ

ま り 見 ら れ な

い の で ， 葉 に

ギ ザ ギ ザ の

食 痕があった
しょっこん

り ， 下 に 丸 い

フ ン が た く さ

ん落ちたりして

い る と 「 幼 虫，

がいるな！」と思って間違いありません。約

10 にもなる大きな幼虫は，青い目玉模様cm

。 ，を持つイモムシです スズメガの仲間なので

キョウチクトウスズメ幼虫

幼虫の尾部に緑色の角が１本ありますが，終

齢幼虫ではオレンジ色に変わります（写真左

奧の円内 。）

さ て ， 毎 年 の

よ う に 観 察 さ れ

る 本 種 で す が ，

実 は 鹿 児 島 県 本

土 に は 越 冬 で き

な い 偶 産 蛾 と し
ぐ う さ ん が

て 有 名 で す 。 も

と も と は ア フ リ

カ か ら イ ン ド ，

東南アジアにかけ

て生息し，南からの季節風や台風などで渡っ

てきた後何世代か発生しますが，越冬したと

いう記録は現在のところ無いようです。もし

も春早くに本種を見た時は要注意です。それ

は温暖化のせいかもしれません。

キョウチクトウスズメ成虫

植物担当 大屋 哲鹿児島の植物33 屋久島高地の植物

今年６月から９月にかけて屋久島の太忠岳

や花之江河，黒味岳などに生える植物の調査

を行いました。その時，花が咲いていた高地

に生える屋久島固有の植物を紹介します。

○ ツツジ科ヤクシマホツツジ

花期７～８月

高さ１ｍ～２ｍの落葉の低木です。明るい

林縁や岩場などに生えます。枝先に白や少し

赤 み が か っ た 花 を

垂 直 に 咲 か せ る 姿

から 「穂ツツジ」，

と 名 が つ い た と 言

わ れ て い ま す 。 黒

味 岳 の 登 山 道 沿 い

や 山 頂 付 近 に 生 え

ていました。

○ ジンチョウゲ科シャクナンガンピ

花期６～８月頃

高さは50 ～150 で，標高1600 付近cm cm m

ヤ ク シマ ホ ツ ツ ジ

より高所に生え，枝

先にうすい赤紫色の

花を咲かせます。黒

味岳に登る林道沿い

の茂みや岩場に生え

ていました。

別名ヤクシマガンピ。

○ キク科ヤクシマアザミ

花期８～１０月

高さは30 ぐらいで，cm

1000 付近より高所の明m

るい登山道沿い等に見ら

れるアザミです。小花之

江河の手前から宮之浦岳

に向かう登山道沿いに多

く生えていました。

その他，ヤクシマカラマツ，ヤクシママコ

ナ，ツクシゼリ，ヤクシマダイモンジソウな

ども見られました。

シャクナンガンピ

ヤクシマアザミ


